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ABSTRACT

Desmarquest AF995R is a sensitive and radiation resistant scintillator. It has a sharp visible 

emission band with long lifetime (-3 msec) and a broad ultraviolet emission band with short lifetime 

(shorter than 10 psec). This scintillator can be used as beam monitors for electron and ion 

accelerators. Very high sensitive and space resolving beam monitors are useful for steady state 

irradiation and very high time resolution monitors are useful for pulse irradiation.

デ マ ル ケ ス ト （Desmarquest) ビ ー ム モ ニ タ ー の 特 性

1 . 序 

現 在 、
夕 一 す る  

射 線 性 に  
色 に よ り  
ン チ レ ー  

で 発 光 強  
前 回 の

電 子 線 ゃ ィ  

の に  一^般的 
劣 る と い う  

次 第 に 発 光  
夕 の 場 合 は  
度 が 低 下 す  
研 究 会 で 報

オ ン ビ ー ム の タ ー ゲ 

に 用 い ら れ て い る も  
欠 点 が あ る 。 コ ル ッ  
強 度 が 低 下 し 使 用 で  
イ オ ン ビ ー ム に 対 し  

る 。
告 し た  Desmarquest

上 で の ビ ー ム の 位 置 や 広 が り を  

し て は コ ル ツ や ZnS等 が あ る が 、

合 は 比 較 的 放 射 線 に 対 し て 強 い  
く な る 。 ま た 、 ZnSや プ ラ ス チ ッ ク シ  

て は 比 較 的 弱 い 電 流 （nA程 度 ）で も 短 B寺間

ツ 卜

のと 

の場 

き な

モ ニ

耐 放  

が 着

AF99 5 R は 耐 放 射 線 性 に 非 常 に 優 れ て お り . 

比 較 的 高 強 度 の イ オ ン ビ ー ム や 電 子 線 の ビ ー ム モ ニ タ ー と し て の 使 用 に 適 し て い  
る [ 1 ] 。 Desmarquest  A F 9 9 5 R は 酸 化 ク ロ ム を 含 ん だ 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム （9 9 . 5 %)で あ
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で 250nmか ら 8 0 0 m の 範 囲 で 測 定 し た [ 3 ] 。 ま た 、 電 子 線 の 実 験 で は 東 京 大 学 • 工 学

部 • 原 子 力 工 学 研 究 施 設 の 28MeVラ 
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図 1 1MeV、H+ビ - ム に よ っ て 励 起 さ れ た  

r マルケストからの赤色発光のスへ。クトル.

波 長 が 約 700nmに あ っ た た め に 短 波 長 側 の 側 波 帯 の み が  

は カ ッ ト オ フ 波 長 を 約 800nmま で 延 ば し た の で 長 波 長 側  

で き た 。 ス ペ ク ト ル の 特 長 と し て は 図 の よ う に 670nniを 

長 側 に 非 対 称 の 側 波 帯 が 見 ら れ る 。

2ns ecの 電 子 線 パ ル ス に よ っ て 励 起 さ れ た デ マ ル ケ ス ト か ら の 700 

変 化 を 示 す 。 図 2 ( a ) は 励 起 状 態 の 生 成 時 間 を 示 し た も の で 、 そ の  

は 約 400nsecで あ り 、 酸 化 ク ロ ム の 励 起 状 態 を 直 接 生 成 す る に は 遅

酸 化 ア ル ミ の 励 起 状 態 か ら の エ ネ  

れ る 。 ま た 図 2 ( b ) は 700 nmの 発 光  

起 状 態 の 寿 命 そ の も の で あ り 、 そ 
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フ ァ イ ル を テ レ ビ カ メ ラ で 観 測 で

ル ギ ー 移 動 に よ っ て 生 成 し て い  

の 減 衰 を 示 し た も の で 、 こ れ は  

の 寿 命 は 約 3. 2msecで あ る 。 紫 外  

て は 現 在 解 析 中 で あ る 。

一 で 赤 色 領 域 の 発 光 特 性 を 用 い  

き 、 紫 外 領 域 の 発 光 特 性 を 用 い

る と パ ル ス ビ ー ム の 時 間 プ ロ フ ァ イ ル を 測 定 す る こ と も 可 能 で あ る の で 、 こ の シ



ン チ レ ー 夕 の 発 光 特 性 を 中 心 に 応 用 例 に つ い て も 報 告 す る 。
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図 2 28MeV、2ns ecの 電 子 線 ハ 。ルスによつ て 励 起 さ れ た テ 、、マルケストからの700nm 

の 発 光 の 時 間 変 化 . （a ) 励 起 状 態 の 生 成 過 程 . （b ) 発 光 の 減 衰 過 程 .
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